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１．はじめに
本論文は，山崎・佐々木・内田・勝間・松本 (2011) において提唱された，ユニバーサル予防教育，「『いのち




















近年では，Greenberg & Watson (2005) に代表される，感情焦点型療法 (emotion-focused therapy) など，
感情をターゲットとした臨床的アプローチも行われている。また，予防教育の観点からは，攻撃置換訓練 (aggres-
sion replacement training ; Goldstein, Glick, & Gibbs, 1998) やうつ病予防教育（山崎・倉掛・内田・勝間，
2007）など，個別の感情にアプローチするものがいくつか存在する。また，PATHS (Promoting Alternative
THinking Strategies) カリキュラム (Greenberg & Kusché, 1993) など，感情を複合的に扱うプログラムも存
在し，いずれも効果をあげている。
予防的アプローチを行う場合には，問題が起こる前，かつ発達段階に沿った適切な介入が必要であることが指






































































動知能 (emotional intelligence) や感情コンピテンス (emotional compitence) といった領域がある。前者の情
動知能とは，Salovey & Mayer (1990) によって初めてその用語が用いられ，現在に至るまで多くの研究がな
されている。古来より知能 (intelligence) の概念や，知能指数いわゆる IQ (intelligence quotient) を測定する方
法が確立されている。情動知能とは，このような知能とは異なり，自分自身をコントロールする能力や，社会的
調整能力のことを指す。Mayer & Salovey (1997) は，情動知能を感情の知覚や表出 (perception appraisal
and expression of emotion)，感情を用いた思考の促進 (emotional facilitation of thinking)，感情の理解や
分析 (understanding and analyzing emotions)，情緒や知的成長を促進するための内省的感情制御 (reflective
regulation of emotions to promote emotional and intellectual growth) という，４つの因子から構成されるも
のとしている。また，Mayer & Salovey (1997) の他に，たとえば Bar-on (2000) などに代表されるように，
情動知能をさらに多側面から捉えようとした研究者もいる。この多面性は，彼が情動知能を「さまざまな非認知
的能力，才能およびスキルからなり，環境からの要求および圧力に適切に対応する能力に影響するもの」と定義
したことからも伺える。実際，彼は個人内スキル (intrapersonal skills)，対人的スキル (interpersonal skills)，















に，社会性と感情の学習 (Social and Emotional Learning；以下，SEL) がある。SELは約８０種のプログラム
の総称であり，代表的なプログラムとしては，先述の PATHSカリキュラムなどがあげられる（山田，2008）。
SELが目標とする基礎的な社会的な能力として，自己への気づき (self-awareness)，自己コントロール (self-
management)，他者への気づき (social awareness)，対人関係 (relationship skill)，責任ある意思決定 (responsible




と情動知能の概念を比較したい。Mayer & Salovey (1997) が想定している下位概念では，
の「感情の知覚や表出」が，本中位目標と同類の概念と推測される。また，Bar-on (2000) では情動知能を広
く捉えているため，その規定が難しいが，下位概念のうち「個人内スキル」には，感情的な自己の気づき (emo-










たとえば，Manninen, Therman, Suvisaari, Ebeling, Moilanen, Huttunen, & Joukamaa (2011) は，アレキ
シサイミア傾向と精神科的症状との関連について，自己評定，他者評定の両方を用いて検討している。その結果，










角的に把握できることであると言える。この観点から情動知能の概念と比較すると，Mayer & Salovey (1997)
が想定している下位概念では，の「感情の理解や分析」が，本中位目標と同類の概念であると推測される。ま
た，感情コンピテンスの Saani (1997，1999) が想定している下位概念では，様々な状況や手がかりから，他



























coping) があげられる。これは，Folkman & Lazarus (1980) に代表されるストレス・コーピングの下位概念で
あり，ストレスによって生じた感情を調整しようとするコーピングを指す。なお，ストレス・コーピングは「外
的・内的要求やそれらの間の葛藤を克服し，耐え，軽減されるために行われる，認知的・行動的努力 (Folkman
& Lazarus，1980； p．２２３)」と定義され，これまでに多くの研究がなされている (Skinner, Edge, Altman, &
Sherwood，2003のレビュー参照)。同時に，様々な構造が提唱されているが，研究の多くは，コーピングを先





















っていないのだろうか。先に述べた情動性知能について，Salovey, Bedell, Detweiler, & Mayer (1999) は，情
動知能の概念の応用的な側面を考えるにあたり，コーピングと関連させた階層モデルを提唱している（図２参
照）。まず下段には，３つの基本的な感情スキル (basic emotional skill)，感情の知覚 (perception)，評価 (ap-
praisal)，そして表出 (expression) を設定している。これらは，感情に気づき，言葉にあらわすといった，感情
を同定するためのスキルと言い換えることができる。中段には，感情の認識 (emotional knowledge) について，
感情の分析 (analysis)，理解 (understanding) が設定されている。これらは，感情を総合的に認識したり，理解
することを目的としたスキルである。そして，上段には感情の制御 (emotional regulation) が設定されている。
これは感情のコントロールを目指していることから，感情へ対処（対応）するスキルの獲得を目指すものと捉え





















図２ 感情の対処過程における階層ピラミッド（Salovey et al. (1999)から改変）
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る上で着目すべき概念のひとつに，ディスプレイ・ルール (display rule) がある。ディスプレイ・ルールとは，
たとえば，相手よりテストの点数が良かったときに，相手のきもちを考慮し，嬉しいきもちは表に出さないとい























を知覚するために，客観的な情報を学ぶ必要がある。たとえば，攻撃置換訓練 (Goldstein et al., 1998) では，
自分が怒ったとき，身体がどんな状態になるのかについて自己モニタリングをすることで，平常時と怒り感情が





























& Diener (1992) は感情のモデルとして，誘意性次元 (valence demention ; 快－不快) と賦活あるいは覚醒次
元 (active or arousal dimention ; 活性化－不活性化) の二次元が想定されることを指摘している。他にも，た









際，Attwood (2004 a, b) におけるプログラムでは，自分の怒りや不安感情の強度を温度計に見立て，自己モニ
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Yamasaki, Sasaki, Uchida, Katsuma, and Matsumoto (2011) developed a universal prevention education
named “TOP SELF (Trial Of Prevention School Education for Life and Friendship).” This article focused
on an educational program for development of understanding and regulating emotions that belongs to the
programs in TOP SELF, constructing the structure of hierarchical purposes. Moreover, scientific bases were
provided for the validity of those hierarchical purposes. First, after emotional functions were presented us-
ing the data and theories in studies of brain science and psychology, the structure of hierarchical purposes
was elucidated with some models on emotions and prior concepts regarding emotions such as emotional
intelligence and emotional competence. Next, we revealed how each hierarchical purpose was valid in
terms of prior scientific theories and data. Finally, differences in purposes between grades are clarified tak-
ing into account kinds of emotions and concrete methods.
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